
２０１１年(平成23年)４月８;日ﾑ(■

-　-
昧新聞

【第三種郵便物認可】
３１

　
国
際
医
療
援
助
団
体
の
Ａ
な
く
な
っ
た
人
は
１
日
１
万

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
）
は
地
震
円
、
家
が
残
っ
た
人
は
５
千

発
生
の
翌
日
に
医
療
チ
ー
ム
円
だ
。
運
転
手
や
看
護
師
、

を
派
遣
。
私
も
そ
の
次
の
日
は
り
師
と
し

に
被
災
地
に
入
っ
た
。
岩
手
て
1
2
人
を
雇
、

県
大
槌
町
に
２
ヵ
所
、
宮
城
　
っ
た
。
経
済

ＡＭＤＡ理事長

菅波茂氏

東
北
の
産
品
、
買
っ
て
応
援
＼
七
万
こ
月
影
鄙
副

県
南
三
陸
町
に
１
ヵ
所
の
拠
’
的
な
支
援
に
な
る
だ
け
で
は

点
を
置
き
、
こ
れ
ま
で
に
医
。
な
く
「
あ
な
た
は
必
要
と
さ

師
や
看
護
師
ら
延
べ
１
１
４
れ
て
い
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ

人
が
活
動
し
て
い
る
。
　
ヽ
Ｉ
ジ
に
な
る
。
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よ
」
と
は
東
南
外
か
ら
も
っ
と
多
く
の
人
々

遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
元
開
業
医
だ
。
避
難
所
に
な
海
地
震
へ
の
備
え
に
な
る
。
を
呼
ん
で
、
ど
ん
な
被
災
地

が
機
能
し
た
。
第
２
段
階
の
　
っ
た
学
校
が
再
開
さ
れ
る
こ
　
市
民
や
自
治
体
は
イ
ベ
ン
の
姿
を
世
界
に
見
せ
た
い
。

避
難
所
医
療
も
被
災
し
た
地

元
開
業
医
の
献
身
的
な
活
動

’
外
か
ら
来
る
人
は
ボ
ラ
ン
　
被
災
地
で
の
医
療
は
第
１
に
支
え
ら
れ
て
順
調
だ
。

テ
ィ
ア
だ
が
、
被
災
者
に
は
段
階
の
救
急
医
療
で
、
阪
神
　
こ
れ
か
ら
は
地
域
医
療
を

賃
金
を
払
っ
て
活
動
を
手
伝
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て
確
立
す
る
第
３
段
階
に
入

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
家
が
つ
く
ら
れ
た
各
地
の
災
害
派
る
。
地
域
医
療
の
主
役
は
地

と
も
あ
り
つ
国
は
開
業
医
を
卜
な
ど
の
無
意
味
な
自
粛
を
世
界
か
ら
政
同
情
に
よ
る
支

支
援
し
て
仮
設
の
診
療
所
を
や
め
、
東
北
地
方
の
産
品
を
援
か
ら
、
尊
敬
に
よ
る
支
援

急
い
で
整
備
す
べ
き
だ
。
　
率
先
し
て
買
う
べ
き
だ
。
岩
‘
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
診
療
所
は
5
0
平
方
封
程
度
手
県
の
酒
造
会
社
が
ネ
ッ
ト
　
。
（
聞
き
手
は
’

の
プ
レ
ハ
ブ
で
い
い
。
検
査
動
画
で
「
花
見
で
お
酒
を
」
　
岡
山
支
局
長
　
木
下
修
臣
）

機
器
な
ど
設
備
を
整
え
る
の
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。
姉
妹
・

＝
随
時
掲
載

言
言
龍
一
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